
特
別
展
&
特
別
企
画 

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

「
特
別
企
画 

文
化
財
よ
、永
遠
に
」／「
御
即
位
記
念
特
別
展 

正
倉
院
の
世
界
」

「 
特
別
展 
人
、神
、自
然
|
ザ
・
ア
ー
ル
・
サ
ー
ニ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品
が
語

る
古
代
世
界
|
」／「
日
本
書
紀
成
立
1
3
0
0
年 

特
別
展 

出
雲
と
大
和
」 …
… 

2

「
特
集 

天
皇
と
宮
中
儀
礼
」／「
特
集 

平
家
納
経
模
本
の
世
界
」

「
特
集 

近
世
日
本
と
外
国
文
化
」 …
… 

4
〜

5

ト
ー
ハ
ク
く
ん
の
な
る
ほ
ー
ト
ー
ハ
ク 　

 

5
／
法
隆
寺
宝
物
館 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！ 　

 

6

総
合
文
化
展
P
i
c
k 

u
p
！
（
本
館
／
東
洋
館
／
平
成
館
／
法
隆
寺
宝
物
館
／
黒
田
記
念
館
） 　

 

7
〜

11

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究
④  　

 

9
／
み
ど
り
の
ラ
イ
オ
ン
（
教
育
普
及
事
業
） 　

 

12
〜

13

イ
ベ
ン
ト
＆
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 　

 

14
〜

15
／
2
0
1
9
年
10 - 
11
月
の
展
示
・
催
し
物 　

 

16

「国宝 聖徳太子絵伝」
今   号  の  名   品

3ページに
掲載してるほ！

東
京
国
立

博
物
館

ニ
ュ
ー
ス

展示と催し物案内
第 757号

2019  

 10‒11T
O

KYO NATIONAL MUSEUM N

EW
S

T
O

K
YO

 N
ATIONAL MUSEUM N

EW
S



In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f

（部分）

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。
※ は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

住友財団修復助成 30年記念
特別企画

「文化財よ、永遠に」
およそ75年ぶりに日本へ里帰り

日本書紀成立1300年　

特別展「出雲と大和」
出雲の青銅器群、東京に大集結！

　この阿弥陀如来立像は頰がふっくらして、鋭
い視線が特徴です。全体に金の絵具を塗り、衣
には細く切った金箔で文様を表します。鎌倉時
代の仏師、快慶がつくった「安

あん

阿
な

弥
み

様
よう

」とよばれ
る表現にしたがう優品です。明治35年に当館が
購入し、昭和17年にカンボジアの彫刻などと交
換するために、ベトナムにあったフランスの極東
学院に贈られました。交換品は、長らく所在不
明でしたが、平成26年に九州国立博物館の調
査によって左足先裏に当館の所蔵ラベルが発見
され、住友財団の助成で修復されました。 

（丸山士郎）

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀　
ベトナム国立歴史博物館蔵

日本とベトナムの文化交流大使です

◉銅
どう

剣
けん

・銅
どう

鐸
たく

・銅
どう

矛
ほこ

弥生時代・前2～前1世紀
島根県出雲市 荒神谷遺跡出土
文化庁蔵（島根県立古代出雲歴史博物館保管）

「定説を覆す」、「教科書を書き換える」とも評価される
弥生時代を代表する青銅器群です

　『日本書紀』成立1300年を記念して行われる特別展です。本展では神話や古代史の
舞台の中心となった出雲と大和の名品を展示し、古代日本の成立やその背景に迫ります。
　本展の見どころのひとつが、出雲における祭祀の源流ともなった加

か

茂
も

岩
いわ

倉
くら

遺跡や荒
こう

神
じん

谷
だに

遺跡から出土した弥生時代の青銅器群です。まとまったかたちでの出品は東京では20

年ぶり。この機会を逃さずにぜひご覧ください。 （品川欣也）

観覧料：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円
（1,000円/900円）、高校生900円（700円/600円）　＊（　）内
は前売/20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者
とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提
示ください）／お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／
展覧会公式サイト：https://izumo-yamato2020.jp/

関連事業 事前申込制
記念講演会「古代の出雲と大和
－『日本書紀』成立1300年」
日時：2020年1月18日（土）　 
13：30～15：00（13：00開場予定）
講師：佐藤信（東京大学名誉教授）

会場：平成館大講堂
定員：380名（事前申込制、応募者多数
の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券
が必要。講演会当日以前に使用済の半
券でも可。その場合は別途、当日の入館
料が必要）
申込方法：往復はがきでお申込みくださ
い。「往信用裏面」に、（1）参加者全員（最
大2名まで）の氏名・ふりがな、（2）代表
者の郵便番号・住所、（3）代表者の電
話番号を、「返信用表面」に代表者の郵
便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記
までお申込みください。なお、申込はお1
人（または1組）につき1通までです。

申込先：〒113-8730  日本郵便株式会社
本郷郵便局　私書箱16号
特別展「出雲と大和」講演会係行
申込締切：11月25日（月）必着

※10月1日（火）の郵便料金改定に伴う、往復
はがきの切手不足にご注意ください。

特別展

「人、神、自然－ザ・アール・サーニ・
コレクションの名品が語る古代世界－」
現代アートにも通じる古代世界

女
じょ

性
せい

像
ぞう

「スターゲイザー」
大理石ほか　  
アナトリア半島西部　 
前3300～前2500年頃

現代アートを思わせる造
形ですが、およそ5000
年前に作られたものです

王
おう

像
ぞう

頭
とう

部
ぶ

赤碧玉　エジプト　 
前1473～前1292年頃

　古代の人々は、自分たち自身をどのよう
に表現したのでしょうか。神々や死後の
世界、自然界をどのように認識したので
しょうか。古代の工芸品には、当時の人々
の意識や世界観が投影されています。
　本展は、カタール国の王族であるシェイ
ク・ハマド・ビン・アブドラ・アール・サー
ニ殿下が収集されたザ・アール・サーニ・
コレクションのなかから、世界各地の古
代文化が生み出した工芸品117件が特別
に出品されます。「人」「神」「自然」の3

つの展示テーマに沿って古代世界を巡っ
てみましょう。人物や精霊の姿を表した小
像、豪奢な装飾品、動物を象った作品な
ど、普段とは一味違う工芸品が並ぶ東洋
館3室をお楽しみください。 （小野塚拓造）

総合文化展観覧料および開催中の特別展観覧券（観覧当日に限る）でご覧いただけます。 総合文化展観覧料および開催中の特別展観覧券（観覧当日に限る）でご覧いただけます。

御即位記念特別展

「正倉院の世界
－皇室がまもり伝えた美－」
色鮮やかなシンメトリーの世界

紺
こん

夾
きょう

纈
けち

絁
あしぎぬの

几
き

褥
じょく

奈良時代・8世紀　正倉院宝物　
展示期間：11月6日（水）～ 24日（日）

夾纈は平安時代以降に途絶えた幻の染
色技法。この褥はその最高傑作です

　本展では正倉院宝物のなかか
ら、染織美術の代表作が多く展
示されます。「紺夾纈絁几褥」も
そのひとつで、仏に供

く

物
もつ

を捧げ
る時、机の上に敷かれた作品で
す。夾

きょう

纈
けち

とは2枚の木の板に文
様を対称に刻み、これに絹織物
を挟んで強くしめ、板どうしが密
着した部分だけ染料が入らない
ようにする技法のこと。大きく
枝葉を広げた果樹の下には蓮

れん

華
げ

座
ざ

に乗った水鳥が鮮やかな色
彩で左右対称に表されています。
絢爛豪華な奈良時代の染織美
術の世界に、ぜひ会いに来てく
ださい。 （三田覚之）

観覧料：一般1,700円（1,500円/1,400
円）、大学生1,100円（900円/800円）、 
高校生700円（500円/400円）＊（　）内
は前売/20名以上の団体料金。中学生
以下無料　＊障がい者とその介護者1名
は無料（入館の際に障がい者手帳などを
ご提示ください）／お問合せ：03-5777-
8600 （ハローダイヤル）／展覧会公式サイ
ト：https://artexhibition.jp/shosoin-
tokyo2019/

2020年
1月15日㊌

▼
3月8日㊐
平成館

特別展示室

10月1日㊋
▼

12月1日㊐
本館

特別4室・特別5室

11月6日㊌
▼

2020年
2月9日㊐
東洋館3室

10月14日㊊㊗
▼

11月24日㊐
平成館

特別展示室

Information
特別展＆特別企画 
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

　
聖
徳
太
子（
5
7
4
〜
6
2
2
）
は
、

日
本
に
仏
教
が
公
式
に
伝
来
し
た
頃
か
ら

ほ
ど
近
い
時
期
に
活
躍
し
ま
し
た
。
四
天

王
寺
や
法
隆
寺
な
ど
多
く
の
寺
院
を
建
立

し
、
冠
位
十
二
階
や
十
七
条
憲
法
の
制
定

に
関
わ
り
、
遣
隋
使
の
派
遣
な
ど
政
治
面

で
の
活
躍
の
ほ
か
、
複
数
の
人
の
話
を
同

時
に
聞
き
分
け
た
な
ど
の
超
人
的
な
逸
話

も
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
聖
徳
太
子
の
生
涯
を
ま
と
め
た

伝
記『
聖
徳
太
子
伝
暦
』が
10
世
紀
に
成
立

し
、
そ
れ
を
絵
画
化
し
た
絵

伝
も
特
に
中
世
を
中
心
に
数

多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
絵
伝
の
な
か
で

現
存
最
古
に
し
て
、
最
大
規

模
、
最
高
傑
作
の
絵
伝
が
、
こ

の
法
隆
寺
絵
殿
伝
来
の
国
宝

の
作
品
で
す
。
描
か
れ
た
の
は

今
か
ら
約
1
0
0
0
年
前
の

1
0
6
9
年
。

　
大
き
な
特
徴
は
絵
殿
と
い

う
建
物
の
内
壁
に
コ
の
字
型

に
嵌
め
込
ま
れ
、
絵
伝
を
見
る

人
が
聖
徳
太
子
の
物
語
に
包

み
込
ま
れ
る
よ
う
な
空
間
を

つ
く
り
だ
し
て
い
た
点
で
す
。

さ
ら
に
、
描
か
れ
た
各
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所

と
実
際
の
場
所
の
地
理
的
方

位
、
位
置
関
係
が
ほ
ぼ
対
応

す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
、
絵
画
空
間
と
現
実
空

間
と
が
つ
な
が
り
、
リ
ア
リ

テ
ィ
を
も
っ
て
物
語
世
界
を
体

感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。

　
か
つ
て
聖
徳
太
子
の
宮
殿
が
あ
っ
た
斑い
か

鳩る
が

の
地
を
中
心
と
し
て
、
向
か
っ
て
右
に

飛
鳥
、
向
か
っ
て
左
に
難
波
、
更
に
海
を

挟
ん
で
中
国
の
衡こ
う

山ざ
ん

ま
で
を
見
渡
す
雄
大

な
構
図
は
、
山
並
み
や
川
な
ど
も
実
際
の

配
置
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
き
な
画
面
だ
か
ら
と
言
っ
て

細
か
い
と
こ
ろ
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
物
の
表
情
な
ど

と
て
も
細
や
か
な
描
写
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
東
側
の
面
に
あ
た
る
第
1
面

の
右
下
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
太
子
を

沐
浴
さ
せ
、
天
皇
、
皇
后
、
皇
子（
太
子

の
父
）、
妃（
太
子
の
母
）の
順
に
抱
い
て

い
く
場
面
で
す
。

　
で
も
展
示
室
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ

ん
。
細
か
い
描
写
な
の
で
離
れ
る
と
見
づ

ら
い
う
え
、
画
面
表
面
の
絵
具
が
ほ
と
ん

ど
落
ち
て
い
ま
す
。
ま
た
記
録
か
ら
知
ら

れ
る
だ
け
で
も
4
回
も
元
の
図
様
の
う
え

か
ら
彩
色
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
剝
落
箇

所
と
相
ま
っ
て
モ
ザ
イ
ク
画
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
10
月
29
日（
火
）〜
11
月
24
日

（
日
）ま
で
大
型
8
K
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
た

鑑
賞
ツ
ー
ル
を
法
隆
寺
宝
物
館 

資
料
室

（
中
2
階
）に
設
置
し
ま
す
。
新
撮
の
超
高

精
細
画
像
を
8
K
で
映
す
こ
と
で
、
通
常

で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
表
情
ま

で
は
っ
き
り
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全

図
か
ら
部
分
へ
、
部
分
か
ら
全
図
へ
、
自

分
の
感
じ
る
ま
ま
に
見
て
も
い
い
で
す
し
、

年
齢
順
に
見
て
い
く
の
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
自
身
の
操
作
で
拡
大
縮
小
が
自
由
自

在
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
8
K
画
像
で
隅
々

ま
で
じ
っ
く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

 

（
沖
松
健
次
郎
）

◉聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

絵
え

伝
でん

　秦致貞筆　平安時代・延久元年（1069）  （第1・2面）

聖徳太子1歳、抱っこをされて嬉しそうに微笑
んでいます

聖徳太子11歳、雲のようにふわりと空中に浮
かびます

第1面
第9面 第2面

第10面

第3面第4面第6面第8面 第5面第7面

今   号  の 名  品  
2019年10月‐11月号

国宝 聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

絵
え

伝
で ん

10月29日(火)～11月24日(日)
法隆寺宝物館第6室

千年前の最高傑作と、肉眼を超えた鑑賞体験！
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（部分）

（部分）（部分）

　
天
皇
を
中
心
と
す
る
宮
廷
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
儀
式
や
行
事
が
執
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
宮
中
儀
礼
の
多
く
は
平
安
時
代
に
発
達
し
、
断

絶
と
復
興
を
経
て
、
江
戸
時
代
末
ま
で
連
綿
と
し
て

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
宮
中
儀
礼
は
過
去
の
先
例
を

重
視
し
た
た
め
、
絵
画
作
品
や
歴
史
資
料
な
ど
、
多

く
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
の
御ご

譲じ
ょ
う

位い

、
御

即
位
に
よ
り
関
心
の
高
ま
る
天
皇
と
宮
中
儀
礼
を
5

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
展
示
作
品
の
な

か
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
悠ゆ

紀き

主す

基き

屛び
ょ
う

風ぶ
（
大だ
い

嘗じ
ょ
う

会え

屛
風
）
で
す
。
こ
の
屛
風
は
、
即
位
後
の
天
皇
が

最
初
の
11
月
に
行
う
大
嘗
祭
と
い
う
最
重
要
の
祭
祀
で

用
い
ら
れ
る
特
別
な
調
ち
ょ
う

度ど

で
す
。
現
存
最
古
の
明
和
元

年
度
と
文
政
元
年
度
の
大
嘗
会
屛
風
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
（
会
期
中
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
）。 

（
土
屋
貴
裕
）

　
平
安
時
代
末
期
、
平

た
い
ら
の

清き
よ

盛も
り

が
嚴
い
つ
く

島し
ま

神じ
ん

社じ
ゃ（
広

島
・
宮
島
）
に
奉
納
し
た
国
宝
「
平へ
い

家け

納の
う

経き
ょ
う」
の

模
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
平
家
納
経
」
は
、

『
法ほ

華け

経き
ょ
う』
や
清
盛
自
筆
の
願が
ん

文も
ん

な
ど
合
わ
せ
て

全
33
巻
あ
る
装そ
う

飾し
ょ
く

経き
ょ
うの
代
表
作
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
巻
に
金き
ん

箔ぱ
く

銀ぎ
ん

箔ぱ
く

が
撒ま

か
れ
た
上
に
、
十
じ
ゅ
う

二に

単ひ
と

衣え

の
平
安
貴
族
の
姿
や
極
楽
浄
土
の
様
子
が

色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
、
平
安
時
代
の
絵
画
遺

品
と
し
て
も
貴
重
で
す
。
そ
れ
を
大
正
時
代
、

精
巧
に
複
製
し
た
の
が
田た

中な
か

親し
ん

美び
（
1
8
7
5

〜
1
9
7
5
）で
し
た
。
5
年
か
け
て
完
成
し
た

模
本
は
ま
ず
嚴
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
、
さ
ら
に

制
作
し
て
益
田
家
、
大
倉
家
に
全
巻
セ
ッ
ト
で

納
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
当
館
に
伝
わ
る

益
田
本
と
、
大
倉
集
古
館
蔵
の
大
倉
本
を
比
較

し
て
、「
平
家
納
経
」
の
絢
爛
豪
華
な
世
界
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。  

（
恵
美
千
鶴
子
）

宮
中
の
儀
式
や
行
事
を
知
る

特
集 

天
皇
と
宮
中
儀
礼

精
密
な
模
本
に
広
が
る
絢
爛
豪
華
な
世
界

特
集 

平
家
納
経
模
本
の
世
界

　
―
益
田
本
と
大
倉
本
―

近江国の正月と二月の情景
後
ご

桜
さくら

町
まち

天皇の大嘗会屛風。現存最古の作例として大変貴重です

江戸時代の即位礼を描く図
天皇の玉

ぎょく

座
ざ

である高
たか

御
み

座
くら

が見えます。その周
囲に廷臣や女官たちが控えています

御
ご

即
そく

位
い

図
ず
　

江戸時代・18世紀　後期展示

賢臣のなかには諸葛孔明も
古代中国の賢臣を描いた絵。内

だい

裏
り

・紫
し

宸
しん

殿
でん

の天皇の御座の背面にあります

※展示は前期（～12月1日〈日〉）と後期（12月3日〈火〉～）の2期に分かれます。

賢
けん

聖
じょうの

障
そう

子
じ

屛
びょう

風
ぶ

　
住吉広行筆　江戸時代・18世紀　（8曲2双のうち1隻）　後期展示

悠
ゆ

紀
き

屛
びょう

風
ぶ

　明
めい

和
わ

元
がん

年
ねん

度
ど

正
しょう

月
がつ

・二
に

月
がつ

帖
じょう

土佐光貞筆　江戸時代・明和元年（1764）　前期展示

この模本ならではの女性に注目
見返しに描かれた平安女性は、模本によって少し
ずつ違います

平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

 厳
ごん

王
のう

品
ぼん

 第
だい

二
に

十
じゅう

七
なな

(模
も

本
ほん

)益
ます

田
だ

本
ぼん

田中親美模写　大正～昭和時代・20世紀
原本：国宝・嚴島神社蔵　平安時代・長寛 2年（1164）

100年以上前の原本の  
様子を伝える貴重な写真
嚴島神社所蔵の国宝「平家納経」の巻き 
姿を写した古写真です

嚴
いくつ

島
しま

経
きょう

巻
かん

十
じゅう

三
さん

巻
かん

(古
こ

写
しゃ

真
しん

)
明治時代・19世紀　被写体現所蔵者：嚴島神社　
展示期間：～11月10日（日）

物語を紡ぐ、一面の華美
紙の装飾にあわせて、経文を金、銀、群青、緑青で写しています

平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

 提
だい

婆
ば

品
ぼん

 第
だい

十
じゅう

二
に

(模
も

本
ほん

)(益
ます

田
だ

本
ぼん

)
田中親美模写　大正～昭和時代・20世紀　
原本：国宝・嚴島神社蔵　平安時代・長寛 2年（1164）

平
成
館 

企
画
展
示
室
　

10
月
8
日
㊋
〜

年
1
月
19
日
㊐

本
館
15
室
　

10
月
22
日
㊋
㊗
〜
12
月
8
日
㊐



食欲の秋！ ホテルオークラ 
ガーデンテラスに行ってきたほ！

トーハクでは構内でお食事・喫茶をお楽しみいただけます。そのひと
つが法隆寺宝物館 1階にある「ホテルオークラ　ガーデンテラス」で
す。1999年 7月法隆寺宝物館開館時より営業しており、オープンして
から今年でちょうど20年目になります。ガーデンテラスのメニューに
ついて、トーハクくんがガーデンテラス キャプテンの草分さんにお話
を聞きました。

 秋といえば、なんといっても食欲の秋
だほ！ 今日はランチにガーデンテラス
に行ってみよっと。

 いらっしゃいませ。トーハクくん。

 草分さんこんにちは！ お腹すいたほー。

 トーハクくん、メニューをどうぞ。  
当レストランは洋食メインのメニューに
なっています。

 わーい！ 色々なメニューがあるほ！ 全部食べたいほー。おすすめのメ
ニューはなんだほ？

 当レストラン一番人気はビーフストロガノフです。デザートは数種類のケ
ーキをご用意しています。

 とってもおいしそうだほ！ トーハクならではのメニューはあるほ？

 特別展ごとに、限定メニューがございます。今年の夏に開催していた
特別展「三国志」では冷やし担々麺をご提供しました。

 冷やし担々麺！？ ガーデンテラスは洋食メインだほ？

 今回は洋食の枠組みにとらわれず、中国の作品を扱った展覧会という
こと、また、夏の暑い季節に冷たい麺類は食べやすいと考え 、私が企
画しました。ガーデンテラスでは新しい試みでした。

 実は…ぼく食べたほ♪ ピリ辛のゴ
マ味噌ベースのスープとつるっと
した麺がよく合っていておいしか
ったほ！

 ありがとうございます。次の特別展
「正倉院の世界」では奈良県の食材
を使った料理を考えています。 
（※7月現在）

 正倉院と言えば、螺
ら
鈿
でん
紫
し
檀
たんの
五
ご
弦
げん
琵
び

琶
わ
が有名だほ。琵琶の形のケーキ

はどうだほ？

 いいアイデアですね！ シェフに伝えてみます。

 わーい！ 今後も楽しみだほ！

ガーデンテラス 
キャプテンの
草分香織さん

落ち着いた雰囲気の中で、  
ゆったりと食事を楽しめます

特別展「三国志」期間限定メニュー　
ピリ辛！ 冷やし担々麺
（現在は提供していません）

ビーフストロガノフ 紅茶のシフォンケーキ

「ホテルオークラ  ガーデンテラス」について
詳しくは当館WEBサイトをみてほ。
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桔
き

梗
きょう

蝶
ちょう

楓
かえで

鹿
しか

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でん

聖
せい

龕
がん

　
安土桃山～江戸時代・16～17世紀

◎地
ち

球
きゅう

図
ず

ヨアン・ブラウ作
オランダ・  
アムステルダム刊
1648年
東京砲兵工廠寄贈

 南蛮貿易の主力商品だった
西洋の図像、メキシコの羽根モザイク、日本の 
漆器が融合した、大航海時代ならではの遺品

江戸幕府への献上品か 
日本語の注釈にも注目
新井白石も見た、世界的に稀少な17世紀 オランダの大型壁掛地図

日蘭の国際貿易の 
はじまりを物語る
慶長5年（1600）、豊

ぶん

後
ごの

国
くに

に
漂着したデ・リーフデ号の
船尾を飾っていました

◎エラスムス立
りゅう

像
ぞう

1598年　栃木・龍江院蔵

　
江
戸
時
代
の
日
本
は
、
幕
府
が
外
国
と
の
交

通
、
貿
易
を
厳
し
く
統
制
し
た
、
い
わ
ゆ
る
鎖

国
の
時
代
だ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、
日
本
に
は
海
外
の
文

物
や
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
重
要
文
化
財
「
エ
ラ
ス
ム
ス
立
り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
栃
木
・

龍り
ゅ
う

江こ
う

院い
ん

所
蔵
）は
、
イ
ギ
リ
ス
人
航
海
士
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
が
乗
船
し
て
い
た
オ
ラ
ン

ダ
船
デ
・
リ
ー
フ
デ
号
に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

日
蘭
交
流
の
端
緒
を
象
徴
す
る
彫
刻
で
す
。
ま

た
、
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
た
南

蛮
漆
器
の「
桔き
き
ょ
う

蝶ち
ょ
う

楓か
え
で

鹿し
か

蒔ま
き

絵え

螺ら

鈿で
ん

聖せ
い

龕が
ん

」に
は
、

メ
キ
シ
コ
の
装
飾
技
法「
羽
根
モ
ザ
イ
ク
」
で
表

さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
人
の
図
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
16
世
紀
末
〜
19
世
紀
の
日
本
の
対
外
交
流
を

物
語
る
、
当
館
所
蔵
・
管
理
の
作
品
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
　 

（
鷲
頭
桂
）

日
本
と
西
洋
と
の
交
流
の
証

特
集 
近
世
日
本
と
外
国
文
化

本
館 

特
別
2
室
　

11
月
19
日
㊋
〜
12
月
25
日
㊌



◉灌
か ん

頂
じょう

幡
ば ん

飛鳥時代・7世紀     
法隆寺宝物館第1室にて通年展示

幡
ばん

とは仏教の儀式で使う旗のこと。基本的に幡は織物で作るの
が普通なのですが、この作品は銅の板を透かし彫りして鍍金をし
た珍しいもの。天界から降る天人の姿が躍動的に表されていて、
特に踊るような天

てん

衣
ね

（いわゆる天の羽衣）が見事です。『法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

資
し

財
ざい

帳
ちょう

』にはこの幡の奉納者として「片
かた

岡
おか

御
み

祖
おやの

命
みこと

」の名があり、聖徳
太子の娘である片岡女王と考えられてきました。ただ最近の研究
では、敏

び

達
だつ

天皇の皇女で舒
じょ

明
めい

天皇の母にあたる糠
ぬか

手
で

姫
ひめの

皇
ひめ

女
みこ

（片
岡姫）との説が出されており、再考が迫られています。糠手姫皇女
とすれば、何のために奉納したのか。さらなる謎が魅力的な作品
でもあります。

◎伎
ぎ

楽
が く

面
め ん

 酔
す い

胡
こ

王
お う

飛鳥時代・7世紀     
法隆寺宝物館第3室にて毎週金曜、土曜日公開

法隆寺献納宝物には飛鳥から奈良時代にかけて制作された「伎
楽面」が31面伝えられています。これらは伎楽という仮面劇に使
用されたものですが、演劇そのものは鎌倉時代頃には行われな
くなり、現在では幻の存在になってしまいました。ここに紹介する
酔胡王は、特別展「正倉院の世界」で展示する酔胡王よりも一時
代古く、現存する最古の酔胡王面です。酔っぱらったペルシアの
王様をモデルにした面で、高い鼻に赤ら顔が特徴です。美味しい
ワインでも飲んで、よほど気持ちよく酔っぱらっているのでしょう。
トローンとした目つきでニンマリ笑っています。

◎蜀
しょっ

江
こ う

錦
き ん

褥
じょく

残
ざ ん

欠
け つ

 表
おもて

裂
ぎ れ

飛鳥時代・7世紀　     
法隆寺宝物館第6室にて10月1日（火）～27日（日）展示

法隆寺の染織品は「法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

裂
ぎれ

」の名で親しまれていて、伝
でん

世
せい

品
ひん

（発掘されたのでなく、人から人へ伝えられたもの）としては世界
最古のものです。特に蜀江錦は法隆寺裂を代表する作品。古代
の四川省一帯に存在した蜀の国は織物の名産地で、そのなかで
も蜀の都、成都の流江という河で洗い上げた錦が有名であった
といいます。このため、法隆寺に伝えられた美しい赤地の錦に
は美称として「蜀江錦」の名が付けられました。この蜀江錦は亀
甲形を基本とした幾何学文様のなかに、各種の花や動物をあし
らっています。法隆寺では聖徳太子がお使いになった敷物（褥

じょく

）
として伝えられました。

赤
ら
顔
の

　
酔
っ
ぱ
ら
い
は

　
　
ペ
ル
シ
ア
の
王
様

光
明
皇
后
が

　
捧
げ
ら
れ
た
鏡

珍
し
い
金
属
の
幡

　
天
の
羽
衣
に
注
目 

御
即
位
記
念
特
別
展
「
正
倉
院
の
世
界
―
皇
室
が
ま
も
り
伝
え
た
美
―
」で
は
、
正
倉

院
宝
物
と
と
も
に
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
も
同
時
公
開
す
る
こ
と
で
、
飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代

に
お
け
る
美
術
の
多
様
性
、
ま
た
国
際
性
に
も
視
野
を
広
げ
ま
す
。両
宝
物
の
代
表
作
が

勢
ぞ
ろ
い
の
特
別
展
で
す
が
、
法
隆
寺
宝
物
館
に
展
示
中
の
宝
物
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

法
隆
寺
宝
物
館  
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

特別展「正倉院の世界」
とあわせて見たい！

聖
徳
太
子
御
愛
用
、

　
　
美
し
い
敷
物

（部分）

（部分）

◉海
か い

磯
き

鏡
きょう

唐または奈良時代・8世紀　    
法隆寺宝物館第5室にて通年展示

特別展「正倉院の世界」にも1面展示されますが、実は海磯鏡は
もう1面存在します。奈良時代の天平8年（736）2月22日、聖徳太
子の命日にあたり、光

こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

は法隆寺に2面の海磯鏡を奉納しま
した。奈良時代に記された法隆寺の財産目録『法隆寺資財帳』に
よると、これらの鏡は「丈

じょう

六
ろく

」という仏様に捧げられたとあります。
丈六とは釈迦如来の身長１丈六尺（約４メートル80センチ！！）を
意味するため、おそらく金堂の本尊である釈迦三尊像に捧げられ
たのでしょう。あえて2つの鏡であることからすれば、太陽と月の
ように仏像の前で光り輝いていたのかもしれません。
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本
館

本
館

本
館

本
館

　
飛
鳥
時
代
に
活
躍
し
た
聖
徳
太
子
の
生
涯

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇
跡
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
伝
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
ど
き

の
年
齢
に
応
じ
た
い
く
つ
か
の
姿
が
肖
像
と

し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
像
は
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、
聖
徳
太

子
が
2
歳
の
と
き
に
東
の
方
角
を
向
い
て
合

掌
し
、「
南な

無む

仏ぶ
つ

」（
仏
を
信
仰
す
る
こ
と
の

意
）
と
唱
え
た
と
い
う
説
話
に
も
と
づ
く
姿

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
南な

無む

仏ぶ
つ

太た
い

子し

と
も
よ

ば
れ
ま
す
。
赤
い
袴は
か
ま

を
着
け
る
の
が
特
徴

で
、
ま
る
ま
る
と
し
た
体
つ
き
は
幼
い
子
ど

も
ら
し
い
一
方
、
精せ
い

悍か
ん

な
顔
つ
き
か
ら
は

凛り

り々

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

鎌
倉
時
代
後
期
以
降
に
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た

南
無
仏
太
子
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
優
れ
た

造
形
を
み
せ
ま
す
。 

（
増
田
政
史
）

さ
れ
ま
す
が
、
実
際

に
は
短
刀
と
し
て
用

い
た
も
の
で
す
。
短

刀
は
腰こ
し

刀が
た
な

と
も
い
わ

れ
、
戦
場
だ
け
で
な

く
普
段
か
ら
常
に
腰

に
差
し
て
身
を
守
る

も
の
な
の
で
、
所
持

者
の
好
み
が
よ
く
表

れ
て
い
ま
す
。

 

（
佐
藤
寛
介
）

　
本
作
の
作
者
と
さ
れ
る
貞
宗
は
、
鎌
倉
時

代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し

た
相さ
が
み
の
く
に

模
国（
神
奈
川
県
）
の
名
工
で
す
。
本

作
は
無
銘
で
す
が
、
作
風
か
ら
貞
宗
の
作
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
優
れ
た
技
が
発
揮
さ
れ
た

傑
作
で
す
。
さ
ら
に
、
戦
国
武
将
石い
し

田だ

三み
つ

成な
り

が
所
持
し
た
と
伝
わ
る
こ
と
か
ら
「
石
田
貞

宗
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
刀
身
に
彫
ら
れ
た
剣

や
梵
字
な
ど
の
彫
物
は
、
神
仏
の
加
護
が
刀

身
や
所
持
者
に
宿
る
こ
と
を
祈
っ
た
も
の

で
、
変
化
に
富
ん
だ
刃は

文も
ん

と
相
ま
っ
て
力
強

い
印
象
を
与
え
ま
す
。
本
作
は
刃
長
が
30
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
の
で
脇
指
に
分
類

　
右
隻
で
は
、

3
人
の
旅
人

が
月
の
浮
か

ぶ
夜
明
け
前

の
山
野
を
馬

に
任
せ
る
ま

ま
進
み
、
左

隻
で
は
、4
人

の
老
い
た
高

士
が
、
童ど
う

僕ぼ
く

の
手
を
借
り

な
が
ら
急
な

山
道
を
行
く
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
俳
人
、
ま
た
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
与
謝

蕪
村
（
1
7
1
6
〜
８
３
）
は
、
主
に
中
国

絵
画
に
学
び
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
俳

人
と
し
て
の
感
性
を
生
か
し
た
作
品
を
多
く

制
作
し
ま
し
た
。
本
作
は
そ
の
代
表
作
の
ひ

と
つ
で
、
中
国
の
故
事
人
物
を
描
い
た
と
思

わ
れ
る
中
国
風
の
主
題
を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で

俳
趣
あ
ふ
れ
る
描
写
に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

蕪
村
な
ら
で
は
の
感
性
に
満
ち
た
詩
情
豊
か

な
傑
作
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

（
大
橋
美
織
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
総合文化展 ピックアップ !

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀

聖徳太子が2歳の
ときの説話にもと
づく姿です

◎山
さん

野
や

行
こう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

 与謝蕪村筆　江戸時代・18世紀
俳人としても著名な蕪村。詩情あふれる傑作です

◎脇
わき

指
ざし

　無銘 貞
さだ

宗
むね

（号 石
いし

田
だ

貞
さだ

宗
むね

）
相州貞宗　南北朝時代・14世紀

貞宗は名工正宗の子あるいは弟子といわれ、
師に迫る技量の高さで知られます

　
茶
色
や
紫
色
な
ど
の
染そ
め

紙が
み

や
、
飛と
び

雲く
も

の
装

飾
を
施
し
た
料り
ょ
う

紙し

を
交
ぜ
て
継
い
だ
、
美
し

い
巻か
ん

子す

本ぼ
ん

で
す
。
金
泥
で
界か
い

線せ
ん（
罫
線
）
が

引
か
れ
、中
国
の
書
物『
群
書
治
要
』が
書
写

さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
群
書
治
要
』は
、
6
3
1
年
、唐
の
太た
い

宗そ
う

の
勅
命
で
群
書
の
な
か
か
ら
治
政
に
関
わ
る

部
分
を
抜
き
出
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、

中
国
で
は
す
で
に
失
わ
れ
た
書
物
で
す
。
こ

れ
は
、日
本
に
伝
わ
る
現
存
最
古
の
写
本
で
、

全
五
十
巻
中
の
十
三
巻
が
、
九
条
家
に
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
写
さ
れ
た

こ
の
書
は
、唐
時
代

の
書
風
を
真
似
て

謹
厳
な
雰
囲
気
を

保
ち
つ
つ
、少
し
柔

ら
か
み
を
帯
び
た

日
本
人
特
有
の
書

風
も
み
え
ま
す
。

 

（
恵
美
千
鶴
子
）

◉群
ぐん

書
しょ

治
ち

要
よう

　 
　巻

まき

第
だい

二
に

十
じゅう

六
ろく

平安時代・11世紀

染紙の色変わりと
端正な書、両方お
楽しみください

（部分）

（右隻）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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10
月
8
日（
火
）〜
11
月
17
日（
日
）

3
室

　
仏
教
の
美
術

〜
11
月
24
日（
日
）

5
6
室

　
武
士
の
装
い
―
平
安
〜
江
戸

10
月
8
日（
火
）〜
11
月
24
日（
日
）

7
室

　
屛
風
と
襖
絵
―
安
土
桃
山
〜
江
戸

凛
々
し
さ
と
あ
ど
け
な
さ
が
魅
力

三
成
フ
ァ
ン
必
見
の
ひ
と
ふ
り

の
び
や
か
な
感
性
を
湛
え
た
傑
作

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

立り
ゅ
う

像ぞ
う

重
文

　 

脇わ
き

指ざ
し

　
相そ

う

州し
ゅ
う

貞さ
だ

宗む
ね

（
号 

石い
し

田だ

貞さ
だ

宗む
ね

）

重
文

　 

山さ
ん

野や

行こ
う

楽ら
く

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

10
月
29
日（
火
）〜
11
月
24
日（
日
）

2
室

　
国
宝
室

平
安
書
跡
の
美
の
世
界

国
宝

　 

群ぐ
ん

書し
ょ

治ち

要よ
う

　

巻ま
き

第だ
い

二に

十じ
ゅ
う

六ろ
く



東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

　
本
図
は
、
猿
を
主
題
と
し
な
が
ら
、
ど
こ

か
人
間
の
肖
像
画
を
思
わ
せ
る
名
品
と
し

て
、
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
肖

像
画
の
よ
う
な
雰
囲
気
は
、
思
索
に
ふ
け
る

よ
う
な
ま
な
ざ
し
、
か
た
く
閉
ざ
さ
れ
た
口

元
、
背
を
屈
め
、
膝
を
抱
え
込
む
姿
勢
か
ら

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
武た
け

田だ

信し
ん

玄げ
ん

の
書
状
が
付
属
し
て
お
り
、
１

５
７
０
年
、信
玄
か
ら
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

の
座

主
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
覚か
く

恕じ
ょ

法ほ
う

親し
ん

王の
う

に

贈
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
年
、

比
叡
山
が
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

に
焼
き
討
ち
さ
れ
る

と
、覚
恕
は
信
玄
の
も
と
に
亡
命
し
ま
し
た
。

ふ
た
り
の
友ゆ
う

誼ぎ

の
深
さ
を
物
語
る
作
品
と

も
い
え
そ
う
で
す
。 

（
植
松
瑞
希
）

　
中
国
の
ガ
ラ
ス
工
芸
の
起
源
は
非
常
に
古

く
、
す
で
に
紀
元
前
に
は
つ
く
ら
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
れ
は
玉
の
代
用
品
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
清
時
代
に
な
る
と
、
紫し

禁き
ん

城じ
ょ
う

に

ガ
ラ
ス
工
房
が
設
立
さ
れ
て
、
ガ
ラ
ス
工
芸

が
飛
躍
的
に
発
達
し
、
乾け
ん

隆り
ゅ
う

帝て
い

の
頃
に
は
多

種
多
様
な
ガ
ラ
ス
器
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
本
作
品
は
、
そ
の
よ
う
な
時

期
に
製
作
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
製
の
燭
台
で
す
。

蠟
燭
を
突
き
立
て
る
心
棒
に
、
穴
を
開
け
た

色
と
り
ど
り
の
パ
ー
ツ
を
積
み
重
ね
て
お

り
、下
部
に
は「
乾
隆
年
製
」の
銘
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
と
い
う
と
、
透
明
感
の

あ
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
中
国
で
は
玉
の
代

用
品
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
作
品
の
よ

う
な
不
透
明
な
ガ
ラ
ス
器
も
大
い
に
好
ま
れ

ま
し
た
。 

（
猪
熊
兼
樹
）

　
青
銅
製
の
鐘
を
模
し
た
中
国
・
戦
国
時
代

（
前
5
〜
前
3
世
紀
）
の
灰
釉
陶
器
で
す
。

墓
に
納
め
る
た
め
に
つ
く
っ
た
器
物
で
実
用

品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
灰
釉
と
は
、
草
木
の

灰
を
水
で
溶
か
し
て
器
面
に
塗
り
、
高
温
で

焼
く
こ
と
に
よ
っ
て
や
き
も
の
の
表
面
に
生

じ
る
ガ
ラ
ス
状
の
被
膜
で
、
本
作
に
は
美
し

い
オ
リ
ー
ブ
色
の
薄
い
釉
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
釉
の
一
部
は
剝
落
し
て
お
り
、
技
術
的

に
未
熟
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
こ

の
あ
と
一
歩
と
い
う
出
来
栄
え
か
ら
、
私
は

か
え
っ
て
、
こ
れ
を
つ
く
っ
た
職
人
は
さ
ら

に
美
し
い
作
品
を
つ
く
る
べ
く
意
欲
を
燃
や

し
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
。
灰
釉
陶
器

か
ら
試
行
錯
誤
を
経
て
後
漢
時
代（
1
〜
3

世
紀
）に
青
磁
が
生
ま
れ
る
に
至
り
ま
す
。

（
谷
豊
信
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

灰
かい

釉
ゆう

鐘
しょう

中国　戦国時代・前5～前3世紀

当時の青銅製の鐘をかなり忠実に
模しています

◎白
はく

磁
じ

金
きん

彩
さい

雲
うん

鶴
かく

文
もん

碗
わん

中国・定窯　
北宋時代・11～12世紀　
伝朝鮮出土　
井上恒一氏・冨美子氏寄贈

金彩の痕跡だけでなく、薄く鋭く轆
ろく

轤
ろ

挽きされた精巧な形にもご注目く
ださい

（部分）

（部分）

　
定て

い

窯よ
う

は
現
在
の
河か

北ほ
く

省し
ょ
う

に
あ
っ
た
窯
で
、

北
宋
か
ら
金
時
代
に
か
け
て
彫
り
や
型
押
し

で
流
麗
な
文
様
を
施
し
た
白
磁
の
う
つ
わ
を

量
産
し
ま
し
た
。
本
作
品
は
「
金き
ん

花か

の
定て

い

碗わ
ん

」

と
呼
ば
れ
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
金
彩
の
あ
る

特
殊
な
作
例
の
ひ
と
つ
で
す
。
灰
色
の
素
地

に
白
土
で
化
粧
を
し
て
透
明
釉
を
掛
け
て
お

り
、
そ
こ
に
有
機
物
の
接
着
剤
を
文
様
の
形

に
置
い
て
、う
え
か
ら
金
箔
を
の
せ
て
装
飾
し

て
い
ま
す
。
い
ま
は
金
が
ほ
と
ん
ど
剝
落
し

て
い
ま
す
が
、そ
の
痕
跡
に
か
つ
て
の
華
や
か

な
姿
の
名
残
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
高
麗
古
墓
出
土
と
い
う
伝
承
が
あ

る
こ
と
か
ら
、北
宋
と
高
麗
の
上
流
階
級
層
の

贈
答
品
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
三
笠
景
子
）

◎猿
さる

図
ず

軸
じく

伝毛松筆　
中国　南宋時代・13世紀
特集「中国書画精華 ―日本における愛好の歴
史」（10月29日〈火〉～12月25日〈水〉）にて展示

目には絹の裏側から金箔を、毛描には金泥線
を交えています

色
いろ

ガラス燭
しょく

台
だい

「乾隆年製」銘　 
中国　清時代・ 
乾隆年間
（1736～95年）
乾隆年間のガラス
器のなかでも、多
色のガラスを駆使
した名品です

総合文化展 ｜ 見どころ案内

8

10
月
29
日（
火
）〜
11
月
24
日（
日
）

8
室

　
中
国
の
絵
画

10
月
29
日（
火
）〜

年
1
月
19
日（
日
）

9
室

　
清
時
代
の
工
芸

通
年5

室
　
中
国
の
陶
磁

10
月
8
日（
火
）〜

年
2
月
9
日（
日
）

4
室

　
中
国
文
明
の
は
じ
ま
り

含
蓄
の
あ
る
表
情
は
人
間
さ
な
が
ら

色
鮮
や
か
に
つ
や
め
く
逸
品

品
格
漂
う
、
端
整
な
佇
ま
い

青
磁
の
萌
芽
と
な
っ
た
釉
に
注
目

重
文

　
猿さ

る

図ず

軸じ
く

色い
ろ

ガ
ラ
ス
燭し

ょ
く

台だ
い

重
文

　 

白は
く

磁じ

金き
ん

彩さ
い

雲う
ん

鶴か
く

文も
ん

碗わ
ん

灰か
い

釉ゆ
う

鐘し
ょ
う



法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

　

※
本
修
理
は
バ
ン
ク
オ
ブ
ア
メ
リ
カ
・
メ
リ
ル
リ
ン
チ
文
化
財

保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

修理前の「埴輪 挂甲の武
人」。赤丸の範囲が、弓の
先端が剝離した場所です

　「
湖
畔
」と
並
び
、黒
田
清
輝
の
作
品
の
な

か
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
1
点
で
す
。
モ
デ
ル

と
な
っ
た
の
は
、フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
黒
田

と
恋
仲
だ
っ
た
マ
リ
ア
・
ビ
ヨ
ー
。
彼
女
が

着
て
い
る
赤
い
ブ
ラ
ウ
ス
は
、
黒
田
が
パ
リ

で
切
れ
地
を
探
し
回
り
、と
く
に
仕
立
て
さ

せ
た
も
の
だ
と
か
。
師
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ

ン
の
す
す
め
も
あ
り
、こ
の
作
品
を
黒
田
は

サ
ロ
ン（
展
覧
会
）に
出
品
し
、初
入
選
を
果

た
し
ま
す
。
鎧
戸
か
ら
射
し
こ
む
柔
ら
か
な

光
に
つ
つ
ま
れ
読
書
す
る
マ
リ
ア
の
姿
を
、

コ
ラ
ン
の
も
と
で
培
っ
た
堅
実
な
描
写
力
に

よ
り
描
き
出
す
こ
と
で
、
黒
田
は
フ
ラ
ン
ス

で
の
画
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
の
で
す
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
塩
谷
純
）

　
縄
文
時
代
の
装
身
具
は
、
石
や
動
物
の
角

な
ど
素
材
の
も
つ
形
や
色
を
巧
み
に
利
用
し
、

研
磨
・
線
刻
・
穿せ
ん

孔こ
う

と
い
っ
た
技
術
に
よ
り

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代
表
格
と
も

い
え
る
も
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
ヒ
ス
イ

製
の
大
珠
。
し
っ
と
り
と
し
た
白
色
に
鮮
や

か
な
緑
色
が
映
え
る
ヒ
ス
イ
は
、
新
潟
県
糸

魚
川
市
を
流
れ
る
姫
川
流
域
に
産
出
し
た
も

の
で
す
。
姫
川
流
域
に
は
縄
文
時
代
中
期
の

大
珠
製
作
址
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地

で
製
作
さ
れ
た
大
珠
が
各
地
に
流
通
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
興
味
深
い
こ
と
に
東
日
本

一
帯
か
ら
多
数
の
大
珠
が
出
土
す
る
の
と
は

対
照
的
に
西
日
本
か
ら
の
出
土
例
は
非
常
に

稀
で
、
縄
文
時
代
に
既
に
東
西
差
が
生
じ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 （
飯
田
茂
雄
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

硬
こう

玉
ぎょく

製
せい

大
たい

珠
しゅ

縄文時代（中期）・
前3000～前2000年　
長野県上伊那地域出土

鮮やかな緑色はヒスイに含まれる
クロムによるものです

　

年
3
月
か
ら
修
理
を
し
て
い
た
国
宝

「
埴
輪 

挂
甲
の
武
人
」
が
、

年
6
月
に

修
理
を
終
え
ま
し
た
。
修
理
を
す
る
う
え
で
最
大

の
課
題
で
あ
っ
た
の
が
、
左
手
に
持
つ
弓
の
復
元

で
し
た
。
修
理
前
の
状
態
で
は
、
弓
の
上
半
分
が

あ
り
ま
せ
ん
。
上
半
分
が
な
い
の
は
あ
ま
り
に
不

自
然
な
の
で
、
弓
の
先
端
を
全
部
復
元
す
る
場
合
、

ど
こ
ま
で
弓
が
伸
び
る
の
か
が
問
題
で
し
た
。
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
改
め
て
観
察
す
る
と
、
頰ほ

お

当あ
て

に

弓
の
先
端
が
剝
離
し
た
痕
跡
が
か
す
か
に
残
っ
て

お
り
、
弓
の
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
弓
の
先
端
形
状

の
復
元
で
す
。
そ
こ
で
同
時
代
の
武
人
埴
輪
が
持

つ
弓
の
類
例
を
集
め
、
埴
輪
の
研
究
者
と
協
議
を

重
ね
、
も
っ
と
も
妥
当
な
形
を
決
め
ま
し
た
。
展

示
公
開
日
は
現
在
検
討
中
で
す
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
新
た
な
弓
を
携
え
た「
挂
甲
の
武
人
」を
お
披

露
目
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
河
野
正
訓
）

つ
い
に
修
理
完
了
！

「
埴は

に

輪わ 

挂け
い

甲こ
う

の
武ぶ

人じ
ん

」最
新
情
報

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究 

○4

す
。
目
印
と
な
る
の
が
、
13
個
の
徽き

で
す
。

本
作
で
は
螺
鈿
で
徽
を
作
り
、
黒
漆
塗
り
の

器
面
に
仄
か
な
輝
き
を
添
え
て
い
ま
す
。
一

方
、器
面
に
は
無
数
の
断だ
ん

紋も
ん（
細
か
い
亀
裂
）

が
生
じ
て
い
る
点
も
注
目
ポ
イ
ン
ト
。
中
国

で
は
見
事
な
断
紋
は
鑑
賞
対
象
と
な
り
、
形

状
に
よ
っ
て
多
彩
な
名
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
本
作
の
断
紋
は
何
に
見
え
る
で
し
ょ
う

か
？

　
内
部
墨
書
に
よ
る
と
、
本
作
は
開
元
12
年

（
7
2
4
）5
月
5
日
、
九き
ゅ
う

隴ろ
う

県け
ん（
現
・
四
川

省
成
都
府
彭
州
市
）
で
つ
く
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
製
作
地
と
時
代
が
わ
か
る
、
最

古
の
七
弦
琴
で
す
。 

（
福
島
修
）

　
琴き
ん

は
箏こ

と

と

違
い
、柱じ
（
弦

を
支
え
る
器

具
）を
使
い

ま
せ
ん
。
か

わ
り
に
、
弦

の
特
定
の
場

所
を
指
で
押

さ
え
て
音
を

変
化
さ
せ
ま

◉七
しち

弦
げん

琴
きん

 唐時代・開元12年（724）
唐時代につくられた、製作年代と製作地がわかる
最古の七弦琴

読
どく

書
しょ

 黒田清輝筆　明治24年（1891）
窓辺で頁を繰りながら本に目をやる女性像。
“読書の秋”にふさわしい黒田の代表作です

総合文化展 ｜ 見どころ案内

9

10
月
22
日（
火
・
祝
）〜
12
月
15
日（
日
）

第
4
室

　
木
・
漆
工
┃
楽
器

10
月
29
日（
火
）〜
11
月
10
日（
日
）

特
別
室

〜

年
3
月
1
日（
日
）

考
古
展
示
室

い
に
し
え
の
音
色
に
思
い
を
馳
せ
て

記
念
す
べ
き
仏
デ
ビ
ュ
ー
作

今
な
お
褪
せ
な
い
、
自
然
の
色

国
宝
　
七し

ち

弦げ
ん

琴き
ん

読ど
く

書し
ょ

硬こ
う

玉ぎ
ょ
く

製せ
い

大た
い

珠し
ゅ
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◎埴
はに

輪
わ

 猿
さる

古墳時代・6世紀
伝茨城県行方市 大日塚古墳出土

-12/25㊌

◎袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

弥生時代（後期）・1～3世紀
滋賀県野洲市小篠原字大岩山出土
鳴り物としての機能を失い、儀器的な性格
が高められた装飾性の高い銅鐸です

総合文化展 ｜ 見どころ案内

-12/25㊌

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

　飛鳥時代・7世紀

極端に薄い体や、左右にひろがる衣
などから、中国の金銅仏を模したと
考えられます

-11/24㊐

◎脇
わき

指
ざし

　相
そう

州
しゅう

貞
さだ

宗
むね

（号 石
いし

田
だ

貞
さだ

宗
むね

）
南北朝時代・14世紀
貞宗は14世紀の神奈川県の名工で、この脇指は16世紀の
武将・石田三成の用いたものとされます（→7ページ）

銅
どう

獅
し

子
し

鎮
ちん

柄
え

香
ごう

炉
ろ

　奈良時代・8世紀

10/22㊋㊗-11/17㊐

たけくらべ草
そう

紙
し

　室町時代・15世紀

春と秋、月の夜と雪の朝など、二つのものの優劣を歌で
定めた物語です

11/19㊋-12/25㊌ 
◎四

し

季
き

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

楊月筆　室町時代・15世紀

織
おり

部
べ

扇
おうぎ

形
がた

向
むこう

付
づけ

美濃　江戸時代・17世紀

10/29㊋-2020/1/26㊐

源
げん

氏
じ

絵
え

彩
さい

色
しき

貝
かい

桶
おけ

江戸時代・17世紀
貝合わせの貝を入れる貝
桶は、大名の婚礼におけ
る重要な調度でした

-10/27㊐

草
くさ

花
ばな

蒔
まき

絵
え

菓
か

子
し

器
き

谷田忠兵衛作  江戸時代・18世紀
伊藤甲子之助氏寄贈

10/8㊋-11/24㊐

◎山
さん

野
や

行
こう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　
与謝蕪村筆　江戸時代・18世紀（→7ページ）

-11/17㊐

白
しろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀　
徳川義寛氏寄贈

10/8㊋-11/17㊐
◎山

さん

水
すい

図
ず

　伝周文筆　竺雲等連賛
室町時代・15世紀　
山本達郎氏寄贈
「枯淡」という言葉が
ぴったり。味わい深い
通好みの水墨画です

-12/1㊐

黒
くろ

楽
らく

梯
はし

子
ご

文
もん

筒
つつ

茶
ちゃ

碗
わん

道入作　江戸時代・17世紀
樂家三代の作。深い筒形の胴部に
刻まれた梯子の絵が印象的です

10/8㊋-11/17㊐

古
こ

今
きん

伝
でん

授
じゅ

書
しょ

  飯尾宗祇筆　室町時代・15世紀

飯尾宗祇が「古今和歌集」解釈を伝授した3通の証明書です

10/29㊋-11/24㊐

◉群
ぐん

書
しょ

治
ち

要
よう

　巻
まき

第
だい

二
に

十
じゅう

六
ろく

平安時代・11世紀
唐時代に編纂された治世学
の書の最古写本。装飾料紙
に優美な楷書で書かれてい
ます（→7ページ）

10/1㊋-10/27㊐

◉十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

平安時代・11世紀
平安時代11世紀の数少ない
絵画作品のひとつです。彩
色の美しさが見どころです

10/22㊋㊗-11/17㊐

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

絵
え

伝
でん

南北朝時代・14世紀
川合玉堂氏寄贈
穏やかな彩色が美しい
中世の作例。法隆寺宝
物館での国宝絵伝の展
示に合わせた展示です

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　
呉春筆　
江戸時代・
18世紀
光沢のある素
材絖

ぬめ

に淡彩を
用いて爽やか
な秋を表現し
ています

11/19㊋-12/25㊌

毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

図
ず

像
ぞう

平安時代・12世紀
群像表現が特徴的な、異国風の
強い毘沙門天像。線描の味わいを
お楽しみください

（部分）

（第十尊者）

（部分）

（右隻）

（部分）

（部分）

4

3-1

3-2

3-3

2

13-1

13-2

13-3

12

14

1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町
3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 2 F: 1~10

示案内
～11月］



※本館3室は展示環境改善等のため、9月30日（月）～10月21日（月）まで一部展示ケースの展示は行っておりません。　※本館13室は11月5日（火）～2020年3月9日（月）まで閉室します。
※本館11・12・14～18室は12月9日（月）～2020年1月1日（水・祝）まで閉室しています。
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浮世絵

13-2

13-3
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衣装

12 

11 

総合文化展 ｜ 見どころ案内

-10/20㊐

北
ほっ

國
こく

五
ご

色
しき

墨
ずみ

・
おいらん
喜多川歌麿筆
江戸時代・18世紀
洗い髪を乾かしながら文
を書く花魁。愛しい人へ
の恋文でしょうか

10/22㊋㊗-11/17㊐

名
めい

所
しょ

江
え

戸
ど

百
ひゃっ

景
けい

・
猿
さる

わか町
ちょう

よるの景
けい

歌川広重筆　
江戸時代・安政3年（1856）
江戸の芝居小屋が集めら
れた猿若町の夜景。明暗
の表現がみどころです

◎松
しょう

巒
らん

古
こ

寺
じ

図
ず

田能村竹田筆
江戸時代・天保3年
（1832）頃
竹田が生涯の友・頼
山陽の依頼で制作し
た作品。繊細な筆
致がみどころです

能
のう

狂
きょう

言
げん

絵
え

巻
まき

 下
げ

巻
かん

の内
うち

「柏
かしわ

崎
ざき

」
筆者不詳　江戸時代・18世紀
全3巻からなる、能の場面を 
表した絵巻です

-10/20㊐

小
こ

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

大
おお

菊
ぎく

波
なみ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

10/22㊋㊗-12/25㊌

小
こ

袖
そで

白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

枝
し

垂
だれ

楓
かえで

笠
かさ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
日本の和歌を題材にした王朝模
様は、元禄期に流行しました

千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

 
坐
ざ

像
ぞう

 
南北朝時代・14世紀
千本の手を四十二
本で表現していま
す。台座、光背に
至るまで制作当初
のものが残ります

-12/8㊐

檜
ひ

扇
おうぎ

紋
もん

散
ちらし

蒔
まき

絵
え

手
て

箱
ばこ

鎌倉時代・13世紀

-11/4㊊㊡

金
こん

銅
どう

火
か

焔
えん

宝
ほう

珠
じゅ

形
がた

舎
しゃ

利
り

容
よう

器
き

鎌倉時代・13世紀
舎利は釈迦の遺骨で、それに見立てた
貴石を豪華な容器に納めて崇めました

-12/8㊐

◎不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

　平安時代・11世紀

印
いん

籠
ろう

意
い

匠
しょう

色
しき

紙
し

箱
ばこ

笠翁細工  江戸時代・18世紀
クインシー・A.ショー氏寄贈
奇抜な意匠と、実際に印籠
があるかのような錯覚を生む
技術が見どころ

◎木
もく

製
せい

彩
さい

色
しょく

胡
こ

蝶
ちょう

舞
まい

図
ず

華
け

鬘
まん

室町時代・16世紀　
和歌山県丹生都比売神社伝来

◎太
た

刀
ち

　二
に

字
じ

国
くに

俊
とし

　鎌倉時代・13世紀

10/1㊋- 11/4㊊㊡

◉太
た

刀
ち

　古
こ

備
び

前
ぜん

友
とも

成
なり

平安時代・11～12世紀　山本達郎氏寄贈
岡山県東南部で活躍した友成は、日本で鎬がつき、反りの
ある刀剣が生まれた頃の刀工です。この太刀は、焼刃の模
様が不規則で古様です

-11/4㊊㊡

銹
さび

絵
え

染
そめ

付
つけ

龍
たつ

田
た

川
がわ

図
ず

銚
ちょう

子
し

京焼・御菩薩池
江戸時代・18世紀
秋の意匠龍田川を染付と銹絵で繊細
に描いた、京焼らしい雅な作品です

瑠
る

璃
り

地
じ

染
そめ

付
つけ

蓮
はす

図
ず

水
みず

指
さし

伊万里　江戸時代・17世紀

-12/8㊐

反
そり

鉢
ばち

備前　江戸時代・17世紀
一部が立ち上がる縁、窯変によって
できた丸文が目を引きます

耳
みみ

付
つき

花
はな

入
いれ

伊賀　江戸時代・17世紀

-10/20㊐

◎根
ね

府
ぶ

川
かわ

通
どおり

見
み

取
とり

絵
え

図
ず

道中奉行所編　江戸時代・ 
文化3年（1806）   浅草文庫旧蔵

10/22㊋㊗-12/8㊐  

平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

 厳
ごん

王
のう

品
ぼん

 第
だい

二
に

十
じゅう

七
なな

（模
も

本
ほん

）益
ます

田
だ

本
ぼん

　田中親美模写
大正～昭和時代・20世紀
原本：国宝・嚴島神社所蔵
平安時代・長寛2年（1164）
精巧に作られた模本、日輪の風景
の下絵が華やかです（→4ページ）

10/29㊋-12/8㊐

王
おう

子
じ

冠
かんむり

  沖縄本島
第二尚氏時代・19世紀　
比嘉カマト氏寄贈
琉球の王子が身に着けた冠。赤の絹
地に金糸や色糸で文様を描きます

-12/8㊐

アイヌ鍬
くわ

形
がた

北海道栗山町角田字桜山出土
北海道アイヌ　19世紀
尾田勝吉氏・泉麟太郎氏寄贈

10/22㊋㊗-12/8㊐ 

秋
しゅう

苑
えん

　寺崎広業筆　
明治32年（1899）  奈良淳一郎氏寄贈

秋の気配に満た
される庭で、編
み物をする少女
は何を思うので
しょうか

-10/20㊐

高
こう

秋
しゅう

霽
せい

月
げつ

  長野草風筆
大正15年（1926）
笹沼千代子氏寄贈

10/8㊋-11/24㊐

一
いち

行
ぎょう

書
しょ

「積
とくをつむはあつくみずからうけるはうすし

徳厚自受薄」
良寛筆　江戸時代・19世紀　竹内静子氏寄贈
草書の筆画が最小限にまで省略され、  
文字の造形性が際立つ作品です

-10/20㊐

唐
から

織
おり

 濃
こい

茶
ちゃ

茶
ちゃ

浅
あさ

葱
ぎ

段
だん

秋
あき

草
くさ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀　上杉家伝来

（熱海村部分）

（部分）
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教育普及事業

＊事前申込プログラムにお申込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。
　実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先にお電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみに使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。
＊ は「ヒアリングループ」対応、 は「UDトーク」対応のイベントです。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス

講演会
月例講演会「焼き締め茶陶の美」
日時：10月5日（土）　13：30～15：00
講師：横山梓（保存修復室研究員）

日本の独創的な美意識が生んだ焼き締めの茶陶。個性豊かな作品を通じて、
その魅力に迫ります。

月例講演会「江戸時代の美術に見る東西交流」
＊関連展示：本誌5ページ
日時：11月30日（土）　13：30～15：00
講師：鷲頭桂（絵画・彫刻室主任研究員）

江戸時代、日本には外国から様々な文物がもたらされました。今回は西洋と
の繫がりを示す作品をご紹介します。

＊会場は平成館大講堂、定員380名、聴講無料（ただし当日の入館料が必要）

＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
平
へい
家
け
納
のう
経
きょう
（模本）の世界

＊関連展示：本誌4ページ
日時：10月29日（火）　14：00～14：30　本館15室
講師：恵美千鶴子（百五十年史編纂室長）

田
た
中
なか
親
しん
美
び
が制作した国宝「平家納経」（広島・嚴島神社蔵）の精巧な模本。

そのうち益田家と大倉家の伝来本を比較し、魅力をご紹介します。

国宝『聖
しょう
徳
とく
太
たい
子
し
絵
え
伝
でん
』―微笑みの太子に出会う― 

＊関連展示：本誌3ページ
日時：11月1日（金）　18：30～19：00　法隆寺宝物館第6室
講師： 沖松健次郎（絵画・彫刻室長）、

高木結美（文化財活用センター企画担当専門職）
肉眼では見ることのできない絵の細部まで映し出す映像アプリケーション
を用いて、およそ千年前に描かれた国宝「聖徳太子絵伝」と、聖徳太子の
魅力に迫ります。

古代オリエントの工芸品
＊関連展示：本誌2ページ
日時：11月12日（火）　14：00～14：30　東洋館3室
講師：小野塚拓造（平常展調整室研究員）
特別展「人、神、自然―ザ・アール・サーニ・コレクションの名品が語る古
代世界―」より、普段とは一味違う作品から、西アジアやエジプトの古代文
化についてお話しします。

木で造られた日本の彫刻の保存と修理
＊関連展示：本誌2ページ
日時：11月19日（火）　14：00～14：30　本館特別5室
講師：野中昭美（保存修復室研究員）
修理が行われた仏像や神像を解説しながら、
文化財を守り伝える取り組みについてお話しします。

ボランティア活動を始める前に、知っておきたいこと
日時： 11月26日（火）　14：00～14：30

本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：鈴木みどり（ボランティア室長）
年1回募集するボランティアの活動内容と、
開催目前のボランティアデーの楽しみ方に
ついてご紹介します。

［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

連続講座  「出雲と大和」
日本書紀成立1300年記念 特別展「出雲と大和」（本誌2ページ参照）をより深
く理解していただくための講座です。2日間（全6講）ご参加いただける方が
対象です。

◆ 2020年1月24日（金）
第1講　13：30～14：30　
　「弥生絵画を鑑賞する―近畿と山陰地方の弥生絵画の比較を通して―」
　橋本裕行（奈良県立橿原考古学研究所 企画部企画課長）
第2講　14：45～15：45
　「最新技術で眺める大和の古墳」
　西藤清秀（奈良県立橿原考古学研究所 技術アドバイザー）
第3講　16：00～17：00

　「仏教の伝来と仏像の造像」
　皿井舞（当館 平常展調整室長）

◆ 2020年1月25日（土）
第4講　13：30～14：30
　「古代出雲における青銅器の特質」
　増田浩太（島根県立古代出雲歴史博物館 専門学芸員）
第5講　14：45～15：45
　「日本海文化としての出雲の古墳時代―考古学から見た地域王国論―」
　河野一隆（当館 調査研究課長）
第6講　16：00～17：00
　「出雲大社巨大本殿と古代出雲世界」
　松尾充晶（島根県古代文化センター 専門研究員）

会場：平成館大講堂（受付開始は13：00予定）
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講無料（ただし、本展覧会の観覧券が必要。半券でも可。その場合は、初
日の入館料が必要。2日目は初日にお渡しする受講券でご入館いただけます。
なお、受講券で特別展の観覧はできません。）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。
往復はがきの場合は、「往信用裏面」に①参加者全員（最大2名まで）の氏名・
ふりがな、②代表者の郵便番号・住所・電話番号を、「返信用表面」に代表
者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
＊1回の入力もしくは1枚のはがきで、最大2名まで申込可。
＊2名の場合は、それぞれの氏名を必ず明記してください。

申込先： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館　教育講座室「連続講座」係

申込締切：11月28日（木）必着
※ 10月1日（火）の郵便料金改定に伴う、往復はがきの切手不足にご注意くだ
さい。
お問合せ： 03-3822-1111（代）  教育講座室

ボランティアデーに
ついては13ページを
ご覧ください！
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お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　教育普及室　＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。

五感を使った美術体験

ワークショップ・ツアー　
ワークショップ 　日本文化との出会い「書体験」

日本文化を代表する書に親しむ第一歩。トーハク所蔵の作品をお手本に、きれい
な色紙に一文字、筆ペンで書いてみましょう。書く体験をしたあとは、もっと楽
しく書を鑑賞できるはず！
日時： 10月8日（火）～10月20日（日）　11：00～16：30（受付は11：00～16：00）
会場：本館2階ラウンジ　定員：毎日150名　当日受付。事前申込は不要。
参加費： 100円（高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）

※以下全て   ［ウェブサイトフォーム］事前申込制

ワークショップ 　「屛風体験！」

屛風はむかしどのように使われていたのか、展示室ではなく部屋に置いた屛風
はどう見えるのか、当館のお茶室で体験します。キヤノン株式会社と京都文化
協会による「綴

つづり

プロジェクト」で作られた高精細複製品を使い、屛風や日本の伝
統文化を身近に感じていただくワークショップです。
日時：11月24日（日）　 ①10：00～12：30、　②14：00～16：30
会場：本館展示室および応挙館
対象：  ①小学生～中学生およびその保護者

②高校生以上（1回の入力で2名まで申込可）
定員： ①10組　②20名（いずれも応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
主催：東京国立博物館、キヤノン株式会社
申込方法：当館ウェブサイトのフォームからお申込みください。
申込締切：11月12日（火）必着

ファミリーツアー＆子どもツアー    「トーハク劇場へようこそ！」

古い歴史をもったものがたくさんある、法隆寺宝物館の展示室を舞台にした演
劇形式のツアーです。お芝居を観に行くような気分で楽しんでください。

ファミリーツアー（小学1～3年生とその保護者）
　（A）11月30日（土）11：00～12：00　（B）12月 1日（日）11：00～12：00
子どもツアー（小学4～6年生）
　（C）11月30日（土）14：00～15：00　（D）12月 1日（日）14：00～15：00

対象： （A）（B）は小学1～3年生とその保護者、
（C）（D）は小学4～6年生（保護者の見学可）

定員： （A）（B）各10組、（C）（D）各20名（いずれも応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームからお申込みください。
※子どもツアー（C、D）は対象年齢内であれば、1回の入力で3名まで申込可。
申込締切：11月13日（水）必着　

ワークショップ 　「友
ゆう

禅
ぜん

染
ぞめ

に挑戦」

布に模様を染める技法のひとつ、友禅。絹地に、筆や刷
は
毛
け
を使って色を挿

さ
し、

華やかな模様をつくり出してみませんか？
日時： 12月14日（土）　①10：00～12：30　②14：00～16：30
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：①小学4年生～中学3年生とその保護者のペア　②高校生以上
定員： ①10組20名　②15名（いずれも応募者多数の場合は抽選）
参加費： 3,000円（高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームからお申込みください。
＊①②ともに1回の入力で2名まで申込可。
申込締切：①②ともに11月27日（水）必着　
＊①は2名でひとつ、②は1名ひとつずつ作品を作ります。

対象：高校生以上　定員：20名（応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法： 当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。

往復はがきの場合には、「往信用裏面」に（1）参加者全員（最大2名
まで）の氏名・ふりがな、（2）参加者全員の郵便番号・住所、（3）代
表者の電話番号を、また「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・
氏名を明記の上、下記申込先にお送りください。

申込締切：11月11日（月） 必着　
申込先： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9

東京国立博物館　ボランティア室「ボランティアデー勾玉作り体験」係
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業　
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ 　ボランティアデー特別企画  勾玉作り体験

通常子どもたちを対象に実施している定番プログラム 「勾玉作り」を、大人の
方に短縮バージョンで体験していただきます。
日時：12月8日（日）　12：00～13：00
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

本館ハイライトツアー、彫刻ガイド、考古展示室ガイド、法隆寺宝物館ガイド
12月8日（日）：考古展示室ガイド、お茶会、東洋館ツアー、アートスタジオ、
本館ハイライトツアー、近代の美術ガイド、英語ガイド、浮世絵ガイド、彫刻
ガイド、法隆寺宝物館ガイド

＊ガイドツアーの集合場所、時間などの詳細は、本誌次号のカレンダー（16ページ）、当館
ウェブサイト、当日の館内案内をご覧ください。

＊ボランティアデーの催しは、お茶会を除いて参加無料。ただし、高校生を除く18歳以上
70歳未満の方は当日の入館料が必要。

＊お茶会（各回先着15名）、庭園茶室ツアー（先着18名）は当日9：30から、本館1階エントラ
ンスで整理券を配布。

＊アートスタジオは事前申込制。詳細は上の欄をご確認ください。

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

トーハクでの時間を、お客様に「より楽しく」「より快適に」過ごしていただくた
めに、当館では約150名のボランティアが活動しています。12月7日（土）・8日
（日）の「東博ボランティアデー」では、2日間にわたりボランティアによるさま
ざまな催しを行います。博物館のボランティアに興味がある方はぜひご参加く
ださい。

◆ボランティア活動紹介ツアー
現役ボランティアの案内で活動場所をめぐり、ボランティア活動の内容やや
りがいについて知ることのできるツアーです。少人数のグループに分かれる
ので、疑問や不安に思うことなど、ボランティアに気軽にお聞きいただけます。
時間： 10：30～11：30、13：30～14：30、15：00～16：00 

（随時受付、ツアー時間は30分程度）
受付：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆ボランティア募集説明会
ボランティアに応募をお考えの方に、ボランティアの趣旨と概要、応募方法
について職員がご説明します（応募に際し、参加必須ではありません）。
時間： 両日とも10：00～10：30、13：00～13：30、14：30～15：00、 

16：30～17：00　（すべて同内容）　
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆ボランティアによるガイドツアー
12月7日（土）：たてもの散歩ツアー、英語ガイド、樹木ツアー、東洋館ツアー、
庭園茶室ツアー、浮世絵ガイド、刀剣・武士の装いツアー、陶磁ガイド、

12月7日・8日　東博ボランティアデー2019

令和2年度　ボランティア募集のお知らせ
令和2年（2020）4月から3年間の任期で活動するボランティアを約50
名募集します。東博ボランティアデーでは、募集説明会を行いますので、
お気軽にご参加ください（高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日
の入館料が必要）。応募受付は、12月9日（月）～令和2年1月9日（木）
です。あなたもトーハクでボランティアをしてみませんか？
詳細は、当館ウェブサイトでご案内します。

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室
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イベント＆インフォメーション

特別会員 
日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社 毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様

維持会員
株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
インフォコム株式会社 様

団体

公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様
株式会社 東京書芸館 様
株式会社 三美テックス 様
キヤノン株式会社 様

学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様

東京国立博物館賛助会員　2019年7月24日現在

公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様

株式会社 ロイスダール 様
株式会社オカムラ 様
株式会社 GICジャパン 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画技術保存財団 様
エクスロン・インターナショナル株式会社 様
正筆会 様
はごろもフーズ株式会社 様
有限会社 くんカンパニー 様
株式会社 目の眼 様
株式会社 前田酒店 様
株式会社 サザンプランニング 様
株式会社 ジェイ・フィールド 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様
井茂 圭洞 様
黒田 賢一 様
髙木 千鶴子 様

特別会員 
永久 幸範 様
辻 泰二 様
佐久間 基晴 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様
田中 三伊 様
田中 御津子 様
増山 育男 様
島田 仁 様

維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
玉野 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様

池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
髙木 美華子 様
𠮷原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
池嶋 洋次 様
是常 博 様
上野 孝一 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
杉田 純一 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様

木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
飯田 敬子 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
小西 晫也 様
田中 望 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
楠 冨久美 様

加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様
北川 洋子 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
尾﨑 邑鵬 様
法橋 建 様
榎本 享世 様
田頭 一舟 様
岡田 良雄 様
師田 久子 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
星 八郎 様
星 弘道 様

西永 義久 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
栁村 衞 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様

加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
田代 雅彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
中村 光宏 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
長瀬 正行 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
高見 康雄 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様

中山 安弘 様
鈴木 健之 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
岩佐 恵子 様
向山 裕子 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
森本 文子 様
青木 勝重 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様

庄司 浩 様
大貫 健司 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
清水 延晏 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
加田 知佳乃 様
北山 卓 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様
面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三上 昌宏 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
箕田 好文 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
石堂 裕二 様
黒田 耕治 様
岩井 順一 様
菊池 伸彦 様

牧野 友衛 様
藤本 久子 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
平井 智春 様
田中 久仁恵 様
飯浜 修 様
椎名 功 様
大内 裕子 様
小澤田 真弓 様
米山 眞満 様
堀内 洋志 様
廣中 雅子 様
秋田 光祥 様
平櫛 弘子 様
中島 瑞穂 様
塩崎 豊 様
茅野 俊秋 様
前田 祥吾 様
佐野 謙三 様
大久保 愼一 様
金子 勝廣 様
石井 利行 様
古家 惣一郎 様
安諸 茉莉子 様
関 守利 様
梓澤 昂広 様
山﨑 益男 様
井上 美幸 様
櫻井 めぐみ 様
山脇 成啓 様

長谷部 理恵 様
中村 俊之 様
柴田 博志 様
阿部 隆夫 様
宮崎 文子 様
麻生 正信 様
古瀬 敏 様
井上 靖代 様
髙橋 康之 様
山嵜 進 様
横山 峻 様
小山 美知子 様
夛賀 浩一 様
神田 裕子 様
藤谷 康男 様
大西 史子 様
菅原 史詠 様
渡瀬 洋子 様
本澤 昌宏 様
荒木 駿 様
青木 茉莉花 様
加治 啓子 様
鈴木 智子 様
猿橋 正樹 様
小林 辰男 様
大浦 喜成 様
佐藤 宣雄 様
菊地 明子 様
西村 修一 様
杉本 孝夫 様
秋葉 桂子 様
近藤 恵利加 様

神長 克一 様
塩澤 美紗 様
於保 浩志 様
西村 卯 様
柴田 和久 様
前田 博 様
前田 陽子 様
冨士原 亨 様
田中 慶一 様
前田 裕一 様
梶原 泉 様
吉澤 映人 様
三木 正夫 様
青木 裕子 様
小森 義記 様
西内 馨子 様
河内 重人 様
荒木 理江 様
佐藤 真希 様
鈴木 章弘 様
藤村 由貴子 様
石井 千明 様
大島 千秋 様
西倉 美奈 様
安藤 佳幸 様
横山 隆吉 様
杉森 光子 様
新井 公之 様
菅原 朋子 様
金子 真理奈 様
林 哲治 様
佐藤 真 様

藪本 俊一 様
藪本 泰子 様
藪本 英介 様
藪本 茎子 様
名取 顕二 様
星野 文仁 様
宮村 忠良 様
長瀬 俊泰 様
福田 美知子 様
菅原 崚司 様
藤原 昂平 様
文屋 祝男 様
深谷 久美子 様
飯田 太志 様
福田 倫子 様
犬飼 信広 様
二宮 淳恵 様
蓮沼 剛 様
野末 正博 様
飯野 倫子 様
牧野 知之 様
片瀬 七朗 様
杉山 桃子 様
田村 淳 様
伊藤 友彦 様

ほか191名、
2社、順不同

日本の学校に所属する留学生、ALT（外国語指導助手）および、その同行者
むけにボランティアによる各種ガイドツアーなど、さまざまなイベントを実施し
ます。お誘合わせのうえ、ぜひご来館ください。
〇「日本美術の流れ」英語ガイド　11：00 ～12：00、15：00 ～16：00
本館2階の各所で、ボランティアが英語で作品紹介を行います。

〇各種ガイドツアー
 やさしい日本語で行います。中国語で行われるガイドツアーもあります。詳
細はウェブサイトをご確認ください。
〇留学生のための自分で着てみるきもの体験（本館地下教育普及スペース）
時間：①11：00　②15：30 （各回80分程度）　定員：各回20名
参加方法： 各回開始30分前から本館エントランスにて受付（先着順）
参加費： 300円　　協力：ハクビ京都きもの学院
〇留学生のためのお茶体験（九条館）
時間：①11：30　②13：30　③14：30（各回30分程度）
定員：各回30名（入替制）　ご指導：裏千家 前田宗寿氏
参加方法：会場で受付（各回ごと先着順）　参加費：300円
〇研究員によるギャラリートーク
時間：①11：00 ～11：30【中国語】　②14：00 ～14：30【英語】
場所：①本館3室　②本館10室
講師：①武瀟瀟（国際交流室アソシエイトフェロー）

②フランク・ウィットカム（国際交流室アソシエイトフェロー）

展示環境改善等のため以下の通り展示室の一部を閉室します。
東洋館3室：10月15日（火）～ 11月5日（火）
本館13室：11月5日（火）～ 2020年3月9日（月）
本館11 ～ 18室：12月9日（月）～ 2020年1月1日（水・祝）

休館・閉室情報11月3日（日・祝）は留学生の日です

秋の庭園開放

交通広告グランプリで最優秀作品賞受賞！

本館北側の庭園を期間限定で開放します。庭園に点在する茶室もご覧いただ
けます（茶室内部は非公開）。
日時：10月29日（火）～12月8日（日）　10：00 ～16：00
庭園入口：レストラン「ゆりの木」脇、または平成館と本館の間
料金：入館料のみでご覧いただけます
＊お茶室貸出利用時はお茶室を間近でご覧いただけない場合もあります。
＊ 悪天候により中止になる場合があります。庭園開放中止の場合は、正門の掲示にてお知らせします。

当館で昨秋開催した特別展「マルセル・デュシャンと
日本美術」のポスターが、「交通広告グランプリ
2019」（ JR東日本企画主催）の「駅メディア部門」で
最優秀作品賞を受賞し
ました。この賞は1956
年「秀作車内ポスター
展」として始まったもの
で、昨年度JR等の駅や
車両で掲出された1730
点の作品の中から選ば
れました。

◎年会費
〈団体〉プレミアム会員 1,000万円以上
特別会員 100万円（1口）
維持会員 20万円（1口）

〈個人〉プレミアム会員 100万円以上
特別会員 20万円／維持会員 5万円

◎申込方法
当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

◎お問合せ
電話 03-3822-1111（代）　総務課賛助会担当

賛助会は博物館事業の充実のために幅広い 
ご支援をいただくための制度です。
◎主な特典
特別展内覧会へのご招待 など

東京国立博物館賛助会員募集のご案内

創エネ・あかりパーク®2019開催に伴う特別夜間開館

恒例の光のイベント「創エネ・あかりパーク®」が、今年も上野公園を会場に開
催されます。当館でも本館の特別エフェクトライトアップ実施に伴い、11月1日
（金）～ 4日（月・休）は21時まで開館します。（入館は20時30分まで）
※イベントの詳細についてはhttp://www.akaripark.comをご覧ください
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デュシャン展ワーキングのチーフが
担当者を代表して賞状とトロフィー
をいただきました

デュシャンの活躍した時代の
印刷物を意識した色を使い、
コピーで自ら作品を「考える」
楽しみを訴求



　
東京国立博物館利用案内
開館時間：
9：30～ 17：00（入館は閉館の30分前まで）
● 金・土曜日は21：00まで
● 11月3日（日・祝）・4日（月・休）は21：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝・休日に当たる場合は開館）、年末年始
（12月26日〈木〉～ 2020年1月1日〈水・祝〉）
● 10月15日（火）、2020年3月30日（月）は開館
＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料

● 10月22日（火・祝）、11月3日（日・祝）は、  
総合文化展のみ観覧無料

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

 発行日から1年間有効　 年会費　8,000円
【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物
館の特別展観覧券を6枚と、本誌の定期購読、ショッ
プ、レストラン割引等さまざまな特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効
 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚提供します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
 東京国立博物館ニュースの定期購読　
 年会費　1,000円（6冊分）
【特典】 年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送
付いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申
込みで100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は11月10日（日）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします 
　（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　 専用申込フォームからお申込みください（クレジッ
トカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。

3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4
館共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名
（ふりがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、
⑦年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガ
ジン希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記
口座までお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度納められた料金の払い戻しはいたしません。

＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）
FAX 03-3821-9680

最新情報は、
ウェブサイト、Facebook、Twitter、
Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト　
https://www.tnm.jp/

毎年好評の「台東区の伝統工芸職人展」を今年も開催します。日程は11/26
（火）～12/1（日）、詳細はウェブサイトをご覧ください。

台東区の伝統工芸職人展

①「宝林印の鷹図」四宮美帆子（大倉集古館学芸員）
② 「《研究ノート》平成二十九年度新収の倭鏡とその類似品―倭鏡製作
の一断面―」加藤一郎（宮内庁書陵部陵墓課陵墓調査室主任研究官）

③ 「《資料紹介》東京国立博物館所蔵のチベット仏教美術を整理して―
『ヴァジュラーヴァリー』 荼羅集と六品楼仏像の断片を中心に―」　 
田中公明（公益財団法人 中村元東方研究所専任研究員・東京国立博物
館客員研究員）

④「《表紙解説》擂鉢形水指」横山梓（東京国立博物館保存修復室研究員）
お問合せ：当館ミュージアムショップまたは
　　　　 中央公論事業出版（TEL：03-5244-5723）
定価：1,543円（税込）

『MUSEUM』681号（2019年8月15日発行）の掲載論文

VR作品『正倉院―時を超える想い』10月9日（水）～12月22日（日）
およそ1250年前、東大寺の旧境内に立てられた
巨大木造建築、正倉院「正倉」。聖武天皇の遺
愛品などを納めた「正倉」には、世界に類を見な
い約9,000点もの宝物が時を超えて現代に伝えら
れています。その始まりは、愛する者を失った一

人の女性の祈りでした。「正倉」はいかにして迫り来る消失の危機を逃れ、「螺
鈿紫檀五絃琵琶」に代表される数々の宝物の輝きを伝えてきたのでしょうか？
そこには驚くべき知恵と不断の努力でそれらを守ろうとする人々の想いがあり
ました。VRならではの視点で正倉院宝物の長期保存の謎に迫ります。
料金： 一般・大学生・高校生500円、小学生・中学生300円、未就学児、 

障がい者とその介護者1名は無料（1作品／1回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000円／大学生800円
＊所要時間は約35分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイト（http://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

TNM & TOPPANミュージアムシアター

特別展チケットプレゼント

日本書紀成立1300年 特別展「出雲と大和」（ 2020年
1月15日〈水〉～3月8日〈日〉→2ページ）無料観覧券
（10組20名様）をプレゼントします。締切は12月10日
（火）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年
齢、ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記
入のうえ、下記までお送りください。発表は発送をもっ
て代えさせていただきます。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース10-11月号」プレゼント係

表紙：◉聖徳太子絵伝　秦致貞筆　平安時代・延久元年（1069）15

モノと人をつなぎたい！
博物館に展示されている文化財を作った人や使っていた人が、実際に
目の前に現れて、語りだしたとしたら、どうでしょう。わくわくします
よね。遠い昔に作られた展示作品が、もっと愛おしく、そして身近に
思えてくるのではないでしょうか。そう考えて、今号でもご紹介して
いる演劇形式のツアー「トーハク劇場へようこそ！」（13ページ参照）

をつくりました。プロの役者さんが
歴史上の人物になって話してくれる、
楽しいツアーです。モノ（文化財）
とそれを見る人、作った人、保存し
てきた人の存在をもつないでいく教
育プログラム、ぜひご体験ください！
 （教育普及室長・藤田千織）

トーハクの

つ ぶ やき

法隆寺をつくったあの人！？
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1
火

11：00　

2
水

3
木

11：00　

4
金

夜間開館（21：00まで） 「気軽に椅子ヨガ in東洋館」11：00、
13：30、15：00＊1　 15：00　

5
土

夜間開館（21：00まで） 「焼き締め茶陶の美」13：30 
平成館大講堂　 11：00　 14：00　 15：00　

6
日

13：30　 14：30　

7
月

休館日

8
火

スペシャルツアー「絵画に表現された愛」14：00　受付場所：東洋館1階エン
トランス 「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ＊2 トーハクくん誕生日

9
水

「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ＊2 
ユリノキちゃん誕生日

10
木

「書体験」11：00～16：30　本館2階ラウンジ＊2　 11：00　

11
金

夜間開館（21：00まで） 「書体験」11：00～16：30 本館2階ラウンジ＊2　
14：00　♪まちなかコンサート 17：00、18：00 本館大階段＊3

12
土

夜間開館（21：00まで） 「書体験」11：00～16：30　
本館2階ラウンジ＊2　 14：30　

13
日

「書体験」11：00～16：30　本館2階ラウンジ＊2　 13：00　
14：00　 15：00　

14
月・祝

「書体験」11：00～16：30
本館2階ラウンジ＊2

15
火

「書体験」11：00～16：30　本館2階ラウンジ＊2　　

16
水

「書体験」11：00～16：30　本館2階ラウンジ＊2　　

17
木

「書体験」11：00～16：30　本館2階ラウンジ＊2　　

18
金

夜間開館（21：00まで） 「書体験」11：00～16：30　
本館2階ラウンジ＊2　 11：00　

19
土

夜間開館（21：00まで）【文化財】シンポジウム「文化財よ、永遠に―文化財修理の最前線」13：00 平成館
大講堂 「書体験」11：00～16：30　本館2階ラウンジ＊2　 11：00 14：00　 15：00

20
日

【正倉院】 「正倉院をまもる」13：30 平成館大講堂 「書体験」11：00～16：30
本館2階ラウンジ＊2　 11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30　

21
月

休館日　　

22
火・祝

総合文化展  無料観覧日

23
水

24
木

14：00　

25
金

夜間開館（21：00まで）　

26
土

夜間開館（21：00まで）　 13：30　

27
日

15：00　

28
月

休館日　　

29
火

「平家納経（模本）の世界」14：00 本館15室　　

30
水

31
木

1
金

夜間開館（21：00まで） 「国宝『聖徳太子絵伝』－微笑みの太子に
出会う－」18：30 法隆寺宝物館第6室　 15：00　

2
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　 14：00　

3
日・祝

夜間開館（21：00まで）  留学生の日＊4  総合文化展  無料観覧日
14：30　

4
月・休

夜間開館（21：00まで）

5
火

休館日

6
水

7
木

11：00　

8
金

夜間開館（21：00まで）　 14：00　

9
土

夜間開館（21：00まで）　 14：30　

10
日

13：00　 13：30　 14：00　 15：00　

11
月

休館日　　

12
火

「古代オリエントの工芸品」14：00 東洋館3室

13
水

14
木

11：00　

15
金

夜間開館（21：00まで）　 11：00　

16
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　 14：00　 15：00

17
日

【正倉院】 「正倉院宝物研究の最前線」13：30 平成館大講堂　
11：00　 11：00、13：00　 14：00　 14：30　

18
月

休館日　　

19
火

「木で造られた日本の彫刻の保存と修理」
14：00 本館特別5室　　

20
水

21
木

22
金

夜間開館（21：00まで）

23
土・祝

夜間開館（21：00まで）　 13：30

24
日

「屛風体験！」10：00～12：30、14：00～16：30　応挙館＊5　
15：00　

25
月

休館日

26
火

「ボランティア活動を始める前に、知っておきたいこと」
14：00 本館地下みどりのライオン（教育普及スペース）　　

27
水

28
木

14：00　

29
金

夜間開館（21：00まで）

30
土

夜間開館（21：00まで） 「江戸時代の美術に見る東西交流」13：30 平成館大講堂
「トーハク劇場へようこそ！」11：00～12：00、14：00～15：00　法隆寺宝物館＊5

＝「博物館でアジアの旅」関連事業。詳細は前号4・5ページ

【文化財】＝特別企画「文化財よ、永遠に」関連事業。（申込みは締め切りました）
【正倉院】＝特別展「正倉院の世界」関連事業。（申込みは締め切りました）
＊1＝申込みは締め切りました　＊2＝有料イベント。詳細は本誌13ページ　＊3＝詳細は前号14
ページ　＊4＝詳細は本誌14ページ　＊5＝事前申込制。詳細は本誌13ページ

 ＝ 月例講演会等、詳細は本誌12ページ
 ＝ ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ
 ＝ ワークショップ、詳細は本誌13ページ
 ＝ 託児サービス実施日（12:30～15:30）　事前予約制　有料
 ＝  ボランティアによるアートスタジオ　事前申込制　詳細は前号13ページ　※10/6の申
込みは締め切りました

 ＝ ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館2階1室入口
 ＝ ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館10室
 ＝ ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :10/12は本館13室、11/9は本館4室
 ＝  ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館11室、10/5・10/13は東洋館1階エント
ランス

 ＝ ボランティアによる樹木ツアー、集合場所 :本館玄関
 ＝  ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :平成館考古展示室入口、10/6は東洋
館1階エントランス

 ＝ ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所 :法隆寺宝物館１階エントランス
 ＝  ボランティアによる応挙館での茶会、整理券配布場所 :本館1階エントランス（9:30から
整理券配布、参加費500円、各回先着15名）

 ＝  ボランティアによる庭園茶室ツアー、整理券配布場所 :本館1階エントランス（9:30から
整理券配布、先着18名）

 ＝ ボランティアによる英語ガイド (日本美術の流れ )、集合場所 :本館2階1室入口
 ＝ ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所 :本館玄関
 ＝ ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所 :本館18室
 ＝ ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所 :本館2階1室入口
 ＝  ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館1階エントランス（10/3は「東洋館
ハイライト アジアの旅特別バージョン」、それ以外は「東洋館ハイライトツアー」をご案
内します）

 ＝ 藝大大学院インターンによるギャラリートーク。（※10・11月は休止します）
※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります

東京国立博物館10月-11月の展示･催し物 2019・112019・10
特別企画「文化財よ、永遠に」

特別展「ザ・アール・サーニ・コレクション」

博物館でアジアの旅

特別展「正倉院の世界」

秋の庭園開放
（2020/2/9まで）

（12/8まで）
（12/1まで）




